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国と元朝は、ベトナムには三度（1258 年と 1285 年、および 1286 年）侵攻したが、い
ずれも陳朝に敗れた。日本へも二度（1274 年と 1281 年）軍を送っている。大日本
史によると、1268 年から、クビライの派遣によって、使節が何度も来日し、蒙古
への服属を求めるなど外交にかかわる内容の国書を執権の北条時宗に送ったが拒否
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　日本の統計によると、1604 年から 1634 年までの間で、東南アジアとの貿易を目
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　しかし、1907 年 6 月 10 日に締結された日仏協約が有効になり、第一次世界大戦、








　1954 年～ 1975 年までの時期、ベトナムは北部と南部に区分され、日本政府はベ
トナムの南部（ベトナム共和国）と主に経済関係を維持していただけであった。
　第 2次世界大戦後、日本はアメリカに深く依存していたため、1957 年 11 月から
日本政府はサイゴンの政権を認めた。
　1973 年 9 月 21 日にパリにおいて、日本とベトナム（ベトナム民主共和国）との外
交関係が樹立された。この新たな関係に基づいて、日本政府は、140 億円までの
ODA援助金をベトナムに与えた。しかし、1978 年 12 月に、ベトナム軍が「赤い
クメールによる種族消滅」という惨劇からの救出を目的としてカンボジアに入ると、
日本政府はベトナムへの経済的援助を打ち切った。
　その後、1989 年にベトナム軍がカンボジアから撤収し東西紛争が解決されると、
日越関係は徐々に元の状態に戻っていった。
　ベトナムのドイモイ政策は第 6回共産党大会（1986 年）から適用されたが、1992
年以降、両国間の外交・貿易関係は復元し発展を遂げた。さらに文化・教育の面に
至るまで交流活動が様々な形態で効果的に展開されてきた。
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　歴史の進展を顧みると、地理的に近く、歴史と文化の面で類似点が多くあったた
め、日本とベトナム両国の関係は早い時期から生まれ、数世紀にわたって維持され
てきたことがわかる。時の流れの中で衰退する時期もあったが、両国間の伝統的な
この友好関係は、東南アジアと東アジアにある両国の協力関係と両国民のより深い
相互理解に不可欠な基礎を築いた。
　　
　
